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ストーブなど熱源の近くで使用しない 

スクリーンは火気に弱いので、焼損や火災の原因になります。 

この表示の欄は、死亡または重傷などを負う可能性が想定される内容を

示しています。 

この表示の欄は、傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能

性が想定される内容を示しています。 

安 全 上 の ご 注 意 

安全のために、必ずお守りください。 

本説明書ではお使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するために、必ず

お守りいただくことを次のように説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った取り扱いをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区

分し、説明しています。 

■ お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。(下記は絵表示の

一例です。) 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容を示しています。 

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容を示しています。 

分解や修理・改造をしない 

本体の脱落の原因になります。 ● 修理は、取扱店または当社までご相談ください。 
分解禁止 

 

荷重に耐えられない場所に取り付けない 
取付部の強度が弱いと本機が落下してけがの原因となります。 

長期使用を考慮して設置場所の強度を確保する 

長期使用により設置場所の強度が不足すると本機が落下してけがの原因となります。 

火気厳禁 
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スクリーンにぶら下がったり、物を掛けたりしない 

本体またはスクリーンの破損の原因になり、危険も伴います。 

スクリーンを無理に引き出さない 
本体または機構が破損したり、スクリーン生地が脱落する原因になります。 

STOPラベル位置以上にスクリーンを引き出さない 

STOPラベルを超えてスクリーンを引き出すと、スクリーン生地が脱落する原因になり

ます。 

製品の動く範囲内に動きを妨げるものや、壊れやすいものを置かない 

製品や置いたものが破損する原因になります。 

スクリーンに鋭利な刃物、尖った金属等を近づけない 

破損の原因になります。 

 

■ 取り扱い上の不備、または天災等による事故・損傷について当社は責任を負いません。 

使用後は必ずスクリーンをケースに収納する 

長時間引き出したままにすると、スクリーン生地が脱落する原因になります。 
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取付工事上の留意点                           

■ スクリーンの性能保障やトラブル防止のため、次の場所には取り付けないでください。 

 ● 振動や衝撃の加わるおそれのある所  ● 磁気、熱、水蒸気、油煙などの発生源の近く 

● 暖房機器の風が当たる所 

■ 取付場所の構造や材質に合った方法で取付工事をおこなってください。 

■ 取付工事中に製品や床に傷が付かないようにやわらかい毛布や布を使い作業してください。 

■ ねじ止めする時は、締め付け不十分や締め付けすぎがないようにしてください。 

■ 取付工事の際は、周囲の安全確保と十分な注意をしてください。 

■ 取り付けはできるだけ水平に取り付けてください。 

本機の設置面は、仕様に記載しているスクリーン質量を長期間支え

る強度が必要です。また、石こうやパーティクルボード面には補強

が必要です。設置面の強度が不足していると本機が脱落する原因に

なります。 
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お取扱上の注意                              

■ この製品は映写効果を上げるため、スクリーン表面に特殊な加工が施されています。汚れや

傷がつきますと映写効果を損なうことがありますので、次の点にご注意の上、ていねいにお

取り扱いください。 

● スクリーン表面には手を触れないでください。 

● スクリーン表面に文字や絵を描いたりしないでください。 

● 固い物でスクリーンをこすったり、ひっかいたりしないでください。 

● 表面のほこりは、乾いた柔らかい布で軽くふくか、柔らかいブラシで払ってください。 

 

 

 

スクリーン表面は、水で湿らせた布やベンジン、シンナー等の薬品類

は使用しないでください。映写効果を損なう原因になります。 
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■ スクリーンを収納するとき                        

スクリーンのハンドルを手で持ち、軽く引き下げてロッ

クを解除します。 

ハンドルから手を放せば自然に巻き取られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ソフトワインド（緩衝装置付）タイプはスクリーンを手で軽く引き下げてストッパーを外し、

あとは手を離して自然に巻き取らせます。 

 

ストッパーを外したあと、すぐに手を離さないようにしてください。

強い衝撃を与えると、本機の破損や脱落の恐れがあります。 






